第 七の 女 は 語る。 

「五代 を 過ぎて 宋に 入ります と、 まず 第 一 に 『太平 広 

記』 五 百 巻と いう 大物が ございます。 但し これ は宋の 

た .« そう リま う 

太宗の 命に よって、 一種の 政府 事業と して 李 防ら が監 

修の もとに 作られた もので、 汎く 古今の 小説 伝奇 類 を 

蒐集した のであります から、 これ を 創作と 認める わけ 

に は 参りません。 そこで、 わたくし は 自分の 担任と し 

て 『稽 神録』 について 少々 お 話 をいた したいと 存じ ま 

じょげん 

す。 『稽 神録』 の 作者 は徐鉉 であります。 徐鉉は 五代 

きん リ よう 

の 当時、 南 唐に 仕えて 金 陵 に 居り ましたが、 南 唐が 宋 

に 併合され ると 共に、 彼も宋 朝に 仕うる 人と なって、 



かの 『太平 広 記』 編集者の 一 人に も 加えられて 居り ま 

す。 兄弟と もに 有名の 学者で、 兄の 徐鉉を 大徐、 弟の 

じょ かい 

徐鍇を 小徐と 言い伝えて いるそう でございます。 女の 

くせに、 知ったか振り をいた すの は 恐れ入り ますから、 

ほん も A 

前置き はこの くらいに して、 すぐに 本文に 取り かかる 

ことに 致します」 

廬 山の 廟 

こういん じょち かん ぜに 

庚 寅の 年、 江 西の 節度 使の 徐知諫 という 人が 銭 百万 

を もつ て廬山 使者の 廟 を嗲 繕す る ことにな りました。 



の ゆくえ を 知る ことが 出来ませんでした。 

兆 木 o 也 夭 

あ 木 び tt® 

閩の 王審知 はかって 泉 州の 剌史 (州の 長官) であり 

ましたが、 州の 北に ある 桃 林と いう 村に、 唐 末の 光啓 

年中、 一 種の 不思議が 起り ました。 

ある 夜、 一 村の 土地が 激しく 震動して、 地下で 数百 

の 太鼓 を 鳴らす ような 響きが きこえ ましたが、 明くる 

朝に なって みると、 田の 稲 は 一本 もない のです。 試み 

に 土 を ほり 返す と、 その 稲 はみ な 地中に 逆さまに 生え 



咎める 者がない の を 幸いに、 人び と は 王座の そばま 

で 進み 寄って うかがう と、 王 は 俄かに 病い にかかった 

という 騒ぎです。 そこで 巫女ら しい 者 を 呼び出して 占 

わせる と、 かれはこう 言いました。 

「これ は 陽 地の 人が 来たので、 その 陽気に 触れて、 王 

は 俄かに 発病され たので ござります。 しかし その 人び 

とも 偶然に ここへ 来合わせ たので、 別に 祟り をな すと 

いう わけで も ござりません から、 食い 物 や 乗り物 を あ 

たえて 還して や つ たらよ ろしゅう) J ざり ましょう」 

すぐに 酒 や 料理 を 別室に 用意 させた ので、 人び と は 

そこへ 行って 飲んだり 食ったり している と、 巫女 を は 



あんりく も-つ 

安 陸の 毛と いう 男 は 毒蛇 を 食いました。 食う といつ 

て も、 酒と 一緒に 呑む の だそう です が、 なにしろ 変つ 

た 人間で、 蛇 食い 又は 蛇使いの 大道芸人 となって 諸国 

よしよう 

を 渡り あるいた 末に、 予章 という 所に 足 をと どめて、 

やはり 蛇 を 使いながら 十 年 あまり も 暮らして いました _ 

たきぎ はんよう 

すると、 ここに 薪 を 売る 者が ありまして、 鄱 陽から 

こうば いさん 

薪 を 船に 積んで 来て、 黄 培 山の 下に 泊まり ますと、 そ 

の 夜の 夢に ひとりの 老人が あらわれて、 わたしが 頼む 

から、 一匹の 蛇 を 江 西の 毛と いう 蛇使いの 男のと ころ 

へ 届けて くれと 言いました。 そこで、 その 人は予 章へ 

行って、 毛の ありか を 探して いるう ちに、 持って来た 



た。 

蛇 は どこへ 行った か、 その ゆくえ は 知れなかった そ 

うです 

地下の 亀 

李 宗が楚 州の 剌史 (州の 長官) となって いる 時、 そ 

の 郡ち ゆうに ひとりの 尼が ありまして、 ある 日、 町な 

か を あるいて いると、 たちまち 大地に 坐った ままで 動 

かなくな りました。 おまけに 幾日も 飲まず 食わずに い 

るので す。 



かも じ 

「この 舟に はいい 髢が ある 害 だから、 見せても らい 

たい」 

こちら は 慌ててい るので、 髢 など はどうし たか 忘れ 

てし まって、 舟に ある だけの 物 はみ な 捨て ましたと 答 

える と、 女 は 頭 を ふりました。 

「いや、 舟のう しろの 壁ぎ わに 掛けて ある 箱の なかに 

入れて ある il だ」 

探して みると、 果たして その 通りでした。 舟に は 食 

ほしにく 

料の 乾肉が 貯えて ありまし たので、 女 は それ を 取って 

従卒ら に 食わせ ましたが、 かれらの 手 はみ な 鳥の 爪の 

ように 見えました。 



それ は 驢馬の ような 物で、 黒い 毛が 生えて いました。 

しかも 手足 は 人間の ようで、 大地に 坐って かの 猴を 

食って いるので した。 人の 来たの を 見て、 かれは 猴を 

捨て ましたが、 もう 半分 ほど は 食われて いました。 

その 明くる 年、 李 遇の 一族 は誅 せられました。 故老 

の 話に よると、 郡 中には この 怪物が 居りまして、 軍部 

に 何 か 異変の あるた びに、 かれは 姿 を あらわします。 

それが 出る と、 城 中 いっぱいに 忌な 臭いが する そうで 

す。 反乱 を 起した 田※ 〔# 「君+ 頁」、 174-11〕 が 敗れよ 

うとす る 時に も、 かの 怪物が 街な かに あらわれて、 夜 

警の者 は それ を 見つけ ましたが、 恐れて 近寄りません 



でした。 果たして 一年 を 過ぎない うちに、 田 は 敗れ ま 

した。 

四 足の 蛇 

じょしゅ-つ 

舒 州の 人が 山に はいって 大蛇 を 見た ので、 直ぐに 

それ を 撃ち殺しました。 よく 見る と、 その 蛇に は 足が 

あるので、 不思議に 思って 背負って 帰る と、 途中で 県 

の 役人 五、 六 人に 逢いました。 

「わたし は 今 この 蛇 を 殺し ましたが、 蛇に は 四つの 足 

が あるので す」 



A 又 

^？女 

てんゆう ひのえね せっせい しゅうこう 

天祐 丙 子の 年、 浙 西の 軍士 周 交が 乱 をお こして、 大 

将の秦 進忠を はじめ、 張 胤ら 十数 人 を 殺しました。 

しもべ 

秦進忠 は 若い 時、 なに かの 事で 立腹して、 小さい 奴 

を 殺しました。 刃 を その 心に 突き 透した のでした。 

その 死骸 は 埋めて しまって 年 を 経た のです が、 末年に 

しょうど 

なって かの 小 奴が むね を 抱えて 立って いる 姿 を 見る よ 

うにな りました。 初めは 百 歩 を 隔てて いました が、 後 

に はだん だんに 近寄って 来ました。 



楽人 

建康に 二人の 楽人が ありまして、 日が 暮れてから 町 

しもべ 

へ 出ます と、 二人の 僕らし い 男に 逢いました。 

「陸 判官が お招きです」 

招かれる ままに 付いて ゆく と、 大きい 邸宅へ 連れ込 

まれました。 座敷の 装飾 や 料理の 献立な ども 犬そう 

整って いまして、 来客 は 十 人 あまり、 みな 善く 酒 を 飲 

みました。 楽人ら は 一生懸命に 楽 を 奏して いると、 も 

う 酒に は 飽きた から 食う ことにすると 言い出しました _ 

しかも 自分た ちが 飲んだり 食ったり する ばかりで、 楽 



鬼 は それぎ りで 跡 を 絶った そうです _ 
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